
荒神谷遺跡（雲南市斐川市）
荒神谷遺跡は昭和58年(1983年)広域農道建設に伴う遺跡分布調査で、調査員が田圃の畦道で一片の土器(古墳時代の
須恵器)を拾った事がきっかけとなり発見されたと云う



荒神谷で発見されるまでは、全国の銅剣出土総数は300本余りだったが、昭和59年(1984年)に荒神谷では4列に並んだ同じ形の銅剣358本
が一度に出土した/銅剣が埋納されていたのは、小さな谷間の標高22ｍの南向きの急斜面で、昭和60年には、その時点からわずか７ｍ離
れて銅鐸と銅矛が出土した/文化圏の異なる銅鐸と銅矛が併存する事は有り得ないとされてきたが、それが同時に埋められていた、つまり
文化圏の異なる二つの金属器が同時に出現したということらしい



　　荒神谷遺跡周辺から見つかった遺物・遺構



銅剣358本のすぐ近くに埋められていた銅鐸6個と銅矛16本の組合わせは、これまでに例のないもので、銅鐸には国内最古型式のものが
含まれ、銅矛には北部九州で出土する銅矛にみられる綾杉状の文様があったと云う/また、銅剣358本のうち344本の中子部分に「×」印が
ある例は、荒神谷遺跡と隣在する加茂岩倉遺跡から出土したもののみで、「×」印の意味は未だに謎らしい



　　　　　さて、ここが荒神谷遺跡



　発掘状況が再現されている



　　　　左手が発掘現場



左手の発掘現場を見たところ



　　　正面から見たところ/左手に「銅剣358本」、右手に「銅鐸6個」「銅矛16本」の表示とレプリカが置かれている



　　　こんな塩梅



　　反対側から見たところ





　　　　　北九州を中心に中・西日本から出土する銅矛と近畿地方を中心に東西に広がっている銅鐸が一緒に見つかった



ここは荒神谷博物館 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/BFwqal2N91o
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